
　　 ■開催日時、場所：６月１７日（水）１８時３０分～２０時　伊達市保原市民センター

【令和８年度 伊達地方在宅医療・介護連携支援センター　医療介護多職種連携研修会】

　　 ■対象者：伊達地方の医療、介護従事者、行政職

　　 ■参加者：96名（事務局11名除く）■アンケート回答者：91名、■回答率：94.7％
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②.回答数（職種別内訳）

伊達市, 55

桑折町, 8

国見町, 19

川俣町, 6

福島市, 3

①.回答数（地域別内訳）

伊達市 桑折町 国見町 川俣町 福島市
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非常に適切だった

54%

適切だった

43%

普通

3%

④.グループワークのテーマ適切度

非常に適切だった 適切だった 普通

大変満足
57%

満足
38%

普通
5%

③.研修会の満足度

大変満足 満足 普通
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十分に交流できた

64%

ある程度交流できた

34%

あまり交流できなかった

2%

⑤.グループワークでの交流度

十分に交流できた ある程度交流できた あまり交流できなかった

非常に役立つと感じた

58%

ある程度役立つと感じた

20%

どちらとも言えない

21%

全く役に立つと感じない

1%

⑥.今回の研修会が今後の多職種連携に

役立つと感じたか？

非常に役立つと感じた ある程度役立つと感じた

どちらとも言えない 全く役に立つと感じない
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⑦グループ分けの方法についてご意見がある場合は記入ください。（任意回答）

・今回のような多職種が良い。

・よく考えられていると思いました。

・大変良かったと思いました。ご苦労様でした。

・多職種で話し合えて、本日の分け方で良かった。

・このままでOK。

・多職種であればよいのでは。

・ランダムで良いと思う。

・多職種で話せるのは有効だと思いました。おまかせします。

・職種別で関われる時間もほしいです。横のつながりがほしいため。

・多職種のグループでとても良かったです。

・まったく違う職種でのグループ分けで色々な意見ができて良かった。

・とてもよかった。

・今回の様に多職種で行た方がより多くの学びになる。特に地域別でなくても良い。

・色々な職種の方へ話せて良かったです。

・多職種の意見を聞けたのはよかった。多職種でつづけてもらった方がいい。

・本日のグループ分けで良かったと思います。

・多職種の意見が聞けてよかった。

・地域別はおもしろそうだなと感じました。

・とても良かったです。

・いまのまま、多職種になっているとよい。

・「職種別」も、おもしろそうと思いました。

・職種別はぜひやってみたい。可能なら職種別➡今回のようなバラバラでできると学びが深まると感じた。

・職種別だと個性的な意見が出るかもしれませんね。

・今回は職種がバラバラで別の意見がきけてよかった。

　テーマにによっては、普段連携の少ない地域で、同職種もありかと思います。

・職種別に考えている課題の共有、「じゃあどうしたらいいのか」一緒に考えたり実情を知ってもらう.

　共有できる！

4 / 8 ページ 伊達地方在宅医療・介護連携支援センター



⑧ 研修会全体を通じてのご意見等を自由にお聞かせ下さい。（自由記述）

・多職種での顔を突き合わせての意見交換が多くの学びに気づかせてくれる。

・演劇からのグループワークがとてもよかった。

・他の職種の方のお話しを聞くことができて良かったです。

・顔が見える関係ってスムーズな連携を図る上で、とても大事なことと思います。

・交流が目的ならやや忙しい進行だったかな。

・大きな会となり参加できてよかったです。

・透析について多職種の意見や医療職からの透析の説明もあり、よりよく理解できました。

・みんなの意見を聞き、みな同じ考えを持って対応していると感じた。

・グループワークの時間がもう少しだけ長いと、もっと意見交換ができたかと思う。

・多職種、他職種で話し合う場があり、とても役立ちました。たのしかったです。

・立場の異なる人たちで意見が出し合えてとても良かった。

・ゆれ動くなやみに寄りそうことが重要と感じました。

・もう少し話し合いたかった。充実していて時間が足りませんでした。とても良い研修でした。

・他の職種からいろいろ意見を聞くことができて良かったです。

・共同意思決定と理解して頂きたい。

・一人一人の意見、思いを聴かせていただいた。

・職種の違いがあっても第一に患者さんの為にどうしたら良いか考えていることがとても良いと感じました。

・楽しく学びを深めることが出来ました。

・皆さんいろいろ意見があって気づかされることがたくさんありました。

・ACP・意思決定支援、治療の継続　いろんなトピックスについて検討できてよかったです。

・去年に引き続きスムーズな進行、完璧なシナリオによる寸劇とても良かったです。

・職種でも色々な考えがあると考えさせられました。

・話しやすい、時間配分良かった。

・グループワークは何回かグループをかえていただけると、たくさんの方のお話が聞けると思いました。

・多職種のグループで各々の専門職の考え方を伺えて非常に参考になった。

・透析中止について改めて考える機会となり、多職種の方とお話が出来てよかったです。

　劇もとてもわかりやすく、最後の節子さんの想いにぐっときました。

　寄り添い支援する心を忘れず日々お仕事したいと思います。ありがとうございました。

・多職種、他地域でお仕事をされている方々との顔の見える関係作りもできて大変ありがたく思います。

　また、テーマも今後に活かせる内容でした。

・自分の考えなかった意見や考えを聞くことができて勉強になりました。

・はじめて参加させていただきました。多職種の意見をきけて、違った考えだけど、同じ方向性を感じる

　ことができた。

・それぞれの職種が地域でがんばっているという事を毎回認識でき、自分も頑張らないと思う。

　勇気をもらえる研修です。ありがとうございます。

・普段関りのない方々とお話する良い機会になりました。

　職種が違うと考え方、価値観の違いもあり自分では思いつかない意見もあり、おもしろかった。

・とても構成が良かったと思います。

　グループワークで考えすぎると意見発表が耳に入らなくなってしまいますね。

・多職種が顔の見える関係を作っていく意義を強く感じました。

　みんなでネガティブケイパビリティをみがいていけたら・・・と思いました。

・一つのテーマに沿って他職種で話し合う場は貴重だと感じました。今日のこの雰囲気で実際の現場でも色々な

　ことを話し合い、ご本人とそのご家族を支えていけるといいんじゃないかなと思いました。

・グループのメンバーがそれぞれの専門職の立場で自由に発語できることが良かったと思う。

　色々な気づきを得ることができた。
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⑧ 研修会全体を通じてのご意見等を自由にお聞かせ下さい。（自由記述）

・色々な職種の方と話せてよかった。

・透析の中止に関することだけでなく、その他の事柄でも正解がないことが多いのではと改めて思いました。

・多職種の方と一つのテーマで話し合うことができ勉強になりました。正解はないとの言葉がひびきました。

・あらためて何が大切か考えるきかいになりました。ありがとうございます。

・様々な職種の方々と意見を交わし、自分にはない考えや経験を学ぶことができた。

・1つの職種が中心になるのではなく、本人と家族を多職種で支えていくことが大切だなと感じた。

・いろいろな職種の方とお話が出来たので良かった。職種ごとの思いも知ることが出来ました。

・劇団「だてな暮らし」良かったです。最後の節子さんの話が心に残りました。

・それぞれの立場の方々の意見が聞けて、大変役に立ちました。

・普段関わることのない職種と関りをもつことで今後に活かせる時間となった。

・支援について行政から丸なげだった機関で考えていることを聞けたのでとてもよかった。

・様々な職種の方の視点が見れました。

・身近にあるロールプレイの内容でした。今後もこんな形式で開催していただければ参加していきたいです。

・行政という当事者と接することが少ない立場なので現場経験の多い専門職の方のお話は大変勉強になりました。

・伊達市で活躍されている方々と一つのテーマで話し合えて、いろんな意見が聞けてとても勉強になりました。

・もっと参加者が増えることでより多くの意見交換ができると思うので次回は参加を促したいと思います。

・医療以外の他の専門職の方々とのグループワークは、様々な視点で考えることができ大変参考になりました。

・たくさんの人と話し合い、いろんな選択肢を増やすことが大切だと改めて実感しました。

・多職種で話し合うことで、それぞれの立場での意見を知ることができてよかった。

・同じ相談職の立場からでも違う意見が出て、とても参考になった。

・立場の違うそれぞれの専門職と意見を交わすことで、自分では想像できないことに気づくことができ、

　改めて多職種、チームでサポートすることの大切さを学びました。

・話し合う時間がもう少し長く取れると良かった。

　寸劇を見てから考えるとよりリアルに考えられて、とても良かったです。

・答え、正解のないテーマですが、日々業務に追われる中で、皆でこのように考える時間を持ったことが

　とても良い体験でした。ありがとうございます。

・継続していくことが大切と感じた。

・グループワーク苦手と思っていましたが、あっという間に終わってしまいました。楽しい研修でした。

　劇団「だてな暮らし」の皆さんお疲れ様でした。最後うるっとしました。

・グループワークで他の方の意見をきくことができかんがえることの大切さを感じました。

　多職種と共有できました。良い時間となりました。

・職種の立場が違うと、当たり前ですが視点も違い、とても勉強になりました。

　グループのメンバーの話にはっとさせられることが多かったです。

・本日の研修は多職種で一つのテーマについて深くグループワークができ、多死社会を迎えている今、

　ACPについて考える機会を設けていただき、ありがとうございました。

・とても大切なことを学びました。

　様々な意見があがりましたが、正解はなく耐える力、普段仕事でかかえている事は、これなんだと思いました。

・患者さんに関わっていく場面が違う職種の人から話をきけてよかった。新鮮なお話だった。

　職業人としてと、一個人として、どれだけ意見がかわるか自分を見つめなおす機会にもなった。

・それぞれの職種ごとの視点、面白かったです。

　社福士としてBESTをつくせる支援チームになるための参考になりました。

・介護の対象者・家族・専門職などの人々が社会の中で、繋がり続けるしくみづくりが必要だと感じました。

　孤立をふせぐことが大切だと思います。

・どうしても専門職として、相談されたときに答えを出さなくてはならないと思ってしまう。

　でも、いくら話し合いをしても説明を丁寧にされても、どうしても出せない答えがあるのも事実。

　「悩むことに寄り添う」という言葉を改めて考えさせられた。ありがとうございました。
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⑧ 研修会全体を通じてのご意見等を自由にお聞かせ下さい。（自由記述）

・意思決定の難しさの再認識が出来ました。

・進行が見事でした。森様。時間の使い方がすばらしいと思いました。

・普段あまり関わることがない職種の方と交流ができて良かった。様々な意見がきけて勉強になりました。

・複数職種でのICTを用いた情報共有。人手不足の中AIの活用方法など教えて頂きたいです。

・このような機会を続けて頂きたいです。

・このような研修を続けていただきたい。Zoomでもなにかできないでしょうか？

・今後もよろしくお願いします。

・今後の課題にあった勉強会をお願いします。

・定期的開催を。

・医療職とコミュニケーションが取れる場を提供してもらいたいです。

・このような研修を続けてもらいたい。

・顔の見える連携になるといいです。

・今後も様々な企画を期待しております。

・連携とは。

・飲み会。

・年に一回集合で研修機会があるといいと思います。

・対面での会議や研修会をふやして下さい。

・講演会計画、きたいします。

・難病患者さんの支援や、多職種で意見交換ができる機会を、今後もお願いします。

・集合研修はいろいろなつながりが出来てよいと思った。

・続けて多職種会議を企画していただけますとありがたいです。

・多職種で研修を定期的に開催することで、より顔の見える関係の構築を進めていただきたい。

・時間、ちょうどよかったです。楽しかったです。

・いつもありがとうございます。

・今後もテーマを替え、このような機会を作っていただけると幸いです。よろしくお願いします。

・研修や支援いろいろありがとうございます。体制がととのえられてよかったと思います。

　今後ともよろしくお願いします。

・いつも大変お世話になっております。

　支援が大変な方々が増えていますが、今後とも協力よろしくお願いします。

・事例を共有したり検討していく場をつくっていくこと。

⑨今後、地域における医療介護多職種連携を進める上で、伊達地方在宅医療・介護連携支援センター

　へ期待することがあれば教えてください。（自由記載）

・引き続きよろしくお願いします。志賀センター長の　答えを出すのではなく、耐えることも大切と言う言葉に

　共感しました。素晴らしい会ありがとうございました。

・連携はとても大切だと考えています。

　連携しやすい関係、連携し、なんでも話せる関係がきずけるような役割であってほしいです。

・他の職種の方と話す機会を頂き感謝いたします。

　職種によって視点が違いそれがとても参考になることを実感しました。

・それぞれの体験談をきけて本当の所はどうなのかという話し合いが出来ました。

　知らない初めて同士のメンバーでしたが、とてもはくねつした話し合いができ、

　とても良い機会となりました。ありがとうございました。

・医療職との連携や関われる機会が少ないので、これからも企画してほしいです。

　本日はありがとうございました。

・このような多職種の意見を聞くことで連携が進むことと思います。今後もよろしくお願いします。
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・また、このような勉強会をひらいていただければありがたいです。また、参加したいと思います。

・病院・居宅、地域別などのグループをつくっていただけたらなと思います。

・この様なとりくみを継続してください。

・この様な機会を作っていただき、ありがとうございました。

・また、このような交流機会をお願いします。

・また、この様な機会を作っていただけると大変ありがたいです。

・地域で患者さん（利用者さん）の情報共有できると円滑な治療やケアにつながると思います。

・川俣町のみの多職種連携に入っていただいてもいいのかも？と思いました。

　（以前ACPで入っていただきましたが、、、）

⑨今後、地域における医療介護多職種連携を進める上で、伊達地方在宅医療・介護連携支援センター

　へ期待することがあれば教えてください。（自由記載）
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